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１.はじめに 

高齢化に伴いわが国では近年，各地で福祉のまちづくりの整備が進み，高齢者･障害者のみならず，すべ

ての人が快適に生活できるような環境の整備が目標とされている．交通環境においても潜在交通需要を把握

し．顕在化させることが重要である．しかしながら潜在交通を取り巻く環境は多岐にわたり，潜在化させて

いる要因についての研究はまだ少ないのが現状である． 

そこで本研究は高齢者に注目し，高齢者の潜在交通に与える影響について，生活環境面の把握を行うとと

もに，代表交通手段などの属性が潜在交通に与える影響について把握することが目的である． 

 

２.調査概要 

アンケート調査は大阪府河内長野市老人クラブ

の協力を得，平成 11 年 12 月から平成 12 年１月に

行った．アンケート回収結果は，547 通配布し，

有効回答数 139 通（有効回答率 25.4％）であった．

アンケートの質問項目は，属性，外出状況，交通

手段に対する満足度などである．その概要を表－

１に示す． 

 

３.高齢者の潜在交通に与える影響についての分析 

本研究は高齢者の潜在交通について把握を行うため，

まず現在の外出に対する満足度についての把握を行う．

図－１は一週間の外出回数とその満足度を示したもの

である．満足度については，「満足」，「やや満足」，「や

や不満」，「不満」の４段階により評価をしてもらった．

これによると全体では約 30％の人が現在の外出回数

に不満をもっているということがわかる．つぎに外出

回数別にみてみると，外出回数が増加するとともに不

満と思っている人が減少している．しかしながら外出

回数が多くても不満と感じている人は多く，これらが

潜在交通需要として位置づけられると思われる． 

次に図－２は外出を制限する要因について示す．こ

れによると 43.5％の人が，「外出できる環境である」と答えている．外出を制限する要因としては交通環境

が最も多く，31.5％の人が「交通環境が改善されれば外出する」と答えている．あと，身体的制約により外

出を控えている人が 12.1％，経済的余裕がなく外出を控えている人が 10.5％であった．  

次に表－２は高齢者の潜在交通について，属性などの要因を明らかにするために数量化理論Ⅱ類を用いて

分析を行った結果である．現在の外出回数に対する満足度を外的基準にし，性別，年齢，職業，家族構成， 
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図－１ 一週間の外出回数とその満足度 

表－1 調査概要 



免許保有，一週間の外出回数，代表交通手段を説明

変数として分析を行った．年齢は 65 歳未満を非高齢

者，65 歳以上 75 歳未満を前期高齢者，75 歳以上を

後期高齢者とした． 

これによると説明力の一番強いのは代表交通手段

で，バスやタクシーを使っている人が外出回数に対

し不満と思っている．タクシーを利用している人は

すべての人が「経済的余裕がなく外出を控えている」

人であった．バスを利用している人はバス停までの

時間が 10 分以上かかる人が半数以上おり，「交通環

境が改善されれば外出する」と答えた人が約 67％お

り，バス停を含め交通環境の整備を求めている．次

に説明力が強いのは外出回数である．１ 

～３回の人が満足しており，回数が多い

方が不満と思っている．これは１～３回

と答えた人は「身体的制約」や「経済的

余裕」により外出を控えている人があわ

せて約 35％おり，「外出ができる環境」，

「交通環境」と答えた人はそれぞれ 31％

となっており，個人的問題により外出を

控えている人が多かったためだと思われ

る．逆に４回以上外出している人は「身

体的制約」や「経済的余裕」により外出

を控えている人があわせて 17～21％と

なっており，何らかの原因で潜在化して

いるものと思われる．次に説明力が強い

のは免許保有で，「免許保有のない」人が

外出回数に対し不満と思っている． 

 

４.おわりに 

本研究では高齢者の潜在交通につい

て，属性や交通手段，外出制約要因につ

いての把握を行った．しかしながら高齢

者の交通を潜在化させている要因はまだ

まだ多岐にわたると考えられ，それらを明らかにするとともに顕在化させる具体的な方策を明らかにさせて

いく必要がある．また交通環境の違う地域での要因，顕在化させる方策についての把握を行う必要がある． 
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図－２ 外出制約要因 
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表－２ 潜在交通の要因分析結果 
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